
(57)【要約】
【解決手段】　コラーゲンを主成分とした材料の粒子を椎間板に注入することにより椎間
板を増強する方法を提供する。粒子は、移植に先立ち無水化し、注入後に再水和させるか
、又は、スラリー又はゲルのような「湿潤」状態で移植してもよい。注入材料の視認性を
強化するために放射線造影材料を含ませてもよい。他の添加剤としては、鎮痛剤、抗生物
質、プロテオグリカン、増殖因子、及び／又は治癒及び／又は正常な椎間板機能を促すの
に効果的な他の細胞が挙げられる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 椎 間 板 を 増 強 す る た め の 方 法 に お い て 、 前 記 椎 間 板 に 、 粒 子 状 の コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と
し た 材 料 を 含 む 組 成 物 を 外 科 処 置 に よ り 加 え る 段 階 を 備 え る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 外 科 処 置 に よ り 加 え る 段 階 は 、 前 記 粒 子 状 の コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 椎 間
板 に 注 入 す る 段 階 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 寸 法 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら ５ ｍ ｍ ま で の 粒 子 を 備
え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 寸 法 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら ３ ｍ ｍ ま で の 粒 子 を 備
え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 寸 法 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら １ ｍ ｍ ま で の 粒 子 を 備
え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 寸 法 が ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら １ ｍ ｍ ま で の 粒 子 を 備
え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 無 水 状 態 で 注 入 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 非 無 水 状 態 で 注 入 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 ゲ ル と し て 注 入 さ れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 溶 液 又 は 懸 濁 液 と し て 注 入 さ れ る 、 請 求 項 ８ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 コ ラ ー ゲ ン 分 子 の 架 橋 を 促 進 す る た め の 架 橋 剤
を 付 加 的 に 含 ん で い る 処 方 物 と し て 提 供 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 放 射 線 造 影 媒 体 を 付 加 的 に 含 ん で い る 処 方 物 と
し て 提 供 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 鎮 痛 剤 を 付 加 的 に 含 ん で い る 処 方 物 と し て 提 供
さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 抗 生 物 質 を 付 加 的 に 含 ん で い る 処 方 物 と し て 提
供 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 付 加 的 に 含 ん で い る 処 方 物
と し て 提 供 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 増 殖 因 子 を 付 加 的 に 含 ん で い る 処 方 物 と し て 提
供 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-504452 A 2006.2.9



　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 前 記 椎 間 板 の 治 癒 、 修 復 、 再 生 、 及 び ／ 又 は 復
旧 を 促 し 、 及 び ／ 又 は 正 し い 前 記 椎 間 板 の 機 能 を 発 揮 し 易 く す る の に 効 果 的 な １ つ 又 は 複
数 の 他 種 の 細 胞 を 付 加 的 に 含 ん で い る 処 方 物 と し て 提 供 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 粒 子 状 の コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 で 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 前 記 椎 間 板 内 に 注 入 さ れ た コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分
と し た 材 料 か ら 成 る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 寸 法 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら ５ ｍ ｍ ま で の 粒 子 を 含
ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 寸 法 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら ３ ｍ ｍ ま で の 粒 子 を 含
ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 寸 法 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら １ ｍ ｍ ま で の 粒 子 を 含
ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 寸 法 が ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら １ ｍ ｍ ま で の 粒 子 を 含
ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 前 記 椎 間 板 内 で 無 水 の コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し
た 材 料 か ら 還 元 さ れ た コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の
増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 非 無 水 状 態 で 前 記 椎 間 板 内 に 注 入 さ れ た コ ラ ー
ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 ゲ ル と し て 前 記 椎 間 板 内 に 注 入 さ れ た コ ラ ー ゲ
ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 溶 液 ま た は 懸 濁 液 と し て 前 記 椎 間 板 内 に 注 入 さ
れ た コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板
。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 コ ラ ー ゲ ン 分 子 の 架 橋 を 促 進 す る た め 架 橋 剤 を
付 加 的 に 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 放 射 線 造 影 媒 体 を 付 加 的 に 含 ん で い る 、 請 求 項
１ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 鎮 痛 剤 を 付 加 的 に 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記
載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 抗 生 物 質 を 付 加 的 に 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に
記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 プ ロ テ オ グ リ カ ン を 付 加 的 に 含 ん で い る 、 請 求
項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
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　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 増 殖 因 子 を 付 加 的 に 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に
記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 前 記 椎 間 板 の 治 癒 、 修 復 、 再 生 、 及 び ／ 又 は 復
旧 を 促 し 、 及 び ／ 又 は 正 し い 前 記 椎 間 板 の 機 能 を 発 揮 し 易 く す る の に 効 果 的 な １ つ 又 は 複
数 の 他 種 の 細 胞 を 付 加 的 に 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 増 強 さ れ た 椎 間 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 概 括 的 に は 、 椎 間 板 を 増 強 す る た め の 材 料 及 び 方 法 に 、 よ り 厳 密 に は 、 コ ラ
ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 で 椎 間 板 を 増 強 す る た め の 材 料 及 び 方 法 に 関 す る 。 　
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 正 常 な 椎 間 板 で あ れ ば 、 衝 撃 を 吸 収 し 分 散 さ せ な が ら 、 対 を 成 す 椎 骨 の 間 を 動 き 易 く す
る 。 椎 間 板 は 、 ２ つ の 部 分 、 即 ち 荷 重 の 大 部 分 を 受 け る 柔 ら か い 中 央 の コ ア 部 （ 髄 核 ） と
、 核 の 物 質 を 保 持 し 安 定 化 す る 丈 夫 な 外 側 の リ ン グ 部 （ 線 維 輪 ） と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 加 齢 と と も に 、 椎 間 板 は 水 分 を 失 い 変 質 し 、 適 切 に 衝 撃 を 緩 和 し て 椎 体 を 支 え る と い う
そ の 能 力 に 悪 影 響 が 出 る 。 こ の 自 然 脱 水 は 、 よ り 進 行 し た 状 態 で は 、 磁 気 共 鳴 映 像 法 （ Ｍ
Ｒ Ｉ ） に よ る 椎 間 板 の 脱 水 状 態 の 外 観 か ら 「 黒 色 椎 間 板 (black disc)」 と 呼 ば れ る こ と も
あ る が 、 こ の せ い で 、 椎 骨 が 互 い に 接 近 す る と 、 脊 椎 神 経 が 圧 迫 さ れ 痛 み を 生 じ る の で 、
患 者 は 不 快 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 変 質 椎 間 板 疾 病 に 対 応 す る た め の 技 術 は 、 こ れ ま で の と こ ろ 、 主 に 椎 間 板 置 換 術 に 頼 っ
て き た 。 脱 水 し 及 び ／ 又 は 変 質 し た 椎 間 板 を 、 椎 間 板 置 換 が 必 要 に な る 前 に 増 強 す る 場 合
、 増 強 材 は 、 主 と し て 、 椎 間 板 内 へ 移 植 さ れ る と 、 拡 張 し 、 膨 張 し 、 又 は 拡 張 要 素 を 展 開
す る 、 人 工 の 装 置 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 自 然 の 材 料 で 椎 間 板 を 増 強 す る の に 有 効 な 材 料 と 方 法 が 必 要 と さ れ て い る 。 本
発 明 は こ の 必 要 性 を 解 決 す る こ と に 取 り 組 ん で い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の １ つ の 態 様 を 簡 単 に 説 明 す る と 、 本 発 明 で は 、 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料
の 粒 子 を 椎 間 板 内 に 注 入 す る こ と に よ り 、 椎 間 板 を 増 強 す る 方 法 を 提 供 す る 。 こ の 粒 子 は
、 無 水 状 態 で 移 植 し 、 移 植 後 に 再 水 和 さ せ て も よ い し 、 ス ラ リ ー や ゲ ル の よ う な 水 和 状 態
で 移 植 し て も よ い 。 注 入 材 料 に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の よ う な 架 橋 剤 (cross-linking agent
s)を 入 れ て 、 コ ラ ー ゲ ン の 架 橋 結 合 の 促 進 を 図 っ て も よ い 。 更 に 、 注 入 材 料 を 画 像 化 し 易
く す る た め に 、 放 射 線 造 影 物 質 を 入 れ て も よ い 。 同 様 に 、 更 に 有 効 な 治 療 が で き る よ う に
、 鎮 痛 剤 や 抗 生 物 質 の よ う な 性 能 強 化 添 加 物 を 入 れ て も よ い 。 　
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ に 請 求 す る 発 明 の 目 的 及 び 利 点 は 、 以 下 の 説 明 か ら 明 ら か と な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 原 理 の 理 解 を 深 め る た め に 、 こ れ よ り 或 る 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 特 別 な 用 語
を 使 い な が ら 説 明 す る 。 し か し な が ら 、 こ れ に よ っ て 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な
く 、 本 発 明 が 関 係 す る 技 術 分 野 に お け る 当 業 者 で あ れ ば 、 こ れ ら 好 適 な 実 施 形 態 に 対 す る
様 々 な 変 更 及 び 修 正 が 、 当 然 の こ と と し て 想 起 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 で 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 或 る 態 様 は 、 椎 間 板 を 増 強 す る た め に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分
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と し た 材 料 を 使 用 す る 場 合 の 、 材 料 と 方 法 に 関 す る 。 最 も 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 コ ラ ー ゲ
ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 実 質 的 に 健 全 な 線 維 輪 の 中 に 入 っ て い る 椎 間 板 核 内 に 注 入 さ れ
る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 損 傷 又 は 欠 陥 の あ る 線 維 輪 の
中 に あ る 椎 間 板 核 内 に 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 椎 間 板 、 筋 膜 、 靭 帯 、 腱 、 脱 塩 骨 基 質 な ど の よ う な
天 然 の コ ラ ー ゲ ン 豊 富 な 組 織 か ら 導 き 出 さ れ た も の で あ る の が 望 ま し い 。 材 料 は 、 自 原 性
、 同 種 性 、 異 種 性 で あ っ て も よ い し 、 或 い は ヒ ト の 遺 伝 子 の 組 み 換 え に 由 来 す る も の で あ
っ て も よ い 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 人 工 的 な コ ラ ー ゲ ン
を 主 成 分 と し た 材 料 で あ る 。 好 適 な コ ラ ー ゲ ン が 豊 富 な 組 織 の 例 を 挙 げ る と 、 椎 間 板 線 維
輪 、 大 腿 筋 膜 、 足 底 筋 膜 、 前 十 字 靭 帯 又 は 後 十 字 靭 帯 、 膝 蓋 腱 、 膝 腱 、 四 頭 筋 腱 、 ア キ レ
ス 腱 、 皮 膚 及 び そ の 他 の 結 合 組 織 な ど が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 椎 間 板 空 間 に 導 入 す る の に 適 当 な も の で あ れ ば 、 ど
の 様 な 形 態 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 こ の 材 料 は 、 固 形 、 多 孔 質 、 織 又 は 不 織 材 料 で あ っ
て も よ い 。 材 料 は 、 粒 子 又 は 小 片 、 或 は 線 維 質 の 材 料 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 実 施 形 態 の 中 に は 、 材 料 は 、 無 水 状 態 で 提 供 さ れ 、 椎 間 板 内 に 移 植 後 「 再 水 和 」 さ れ る
場 合 も あ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 材 料 は 「 湿 潤 」 状 態 で 移 植 さ れ る 。 材 料 が 「 湿 潤 」 で あ
る 場 合 、 そ れ は 脱 水 さ れ て い な い か 、 又 は 脱 水 後 還 元 さ れ て そ う な っ た 場 合 も あ る 。 還 元
す る 場 合 、 材 料 は 生 理 食 塩 水 又 は 別 の 水 性 媒 体 で 還 元 さ れ る か 、 又 は エ チ レ ン グ リ コ ー ル
又 は 他 の ア ル コ ー ル の よ う な 非 水 性 媒 体 で 還 元 さ れ る 。 更 に 、 「 湿 潤 」 状 態 で 提 供 さ れ る
場 合 、 材 料 は ゲ ル 、 溶 液 、 懸 濁 液 、 分 散 液 、 乳 剤 、 ペ ー ス ト な ど で 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 最 も 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 材 料 は 、 皮 下 注 射 針 を 通 し て 椎 間 板 に 注 入 す る の に 適 し た 粒
子 状 及 び ／ 又 は 線 維 質 材 料 で あ る 。
　 最 も 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 コ ラ ー ゲ ン 材 料 は 、 寸 法 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら ５ ｍ ｍ の 範 囲 の
粒 子 と し て 提 供 さ れ て い る 。 大 腿 筋 膜 の 粒 子 又 は 椎 間 板 線 維 輪 の 粒 子 の よ う な 材 料 を 使 用
す る 場 合 、 粒 子 は 、 寸 法 が ０ ． １ ｍ ｍ か ら ５ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る の が 望 ま し い 。 脱 塩 骨 基 質
の よ う な 材 料 を 使 用 す る 場 合 に は 、 粒 子 は 、 寸 法 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら ３ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る
の が 望 ま し い 。 小 さ な 材 料 の プ ラ グ を 使 用 す る 場 合 、 プ ラ グ は 寸 法 が ０ ． ５ ｍ ｍ か ら ５ ｍ
ｍ の 範 囲 に あ る の が 望 ま し い 。 実 施 形 態 の 中 に は 、 寸 法 が ２ ０ ｍ ｍ と い う よ う な 大 き な も
の を 使 用 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 材 料 は ２ 種 以 上 の 組 織 を 使 っ て 加 工 又 は 製 作 し て も よ い 。 例 え ば 、 或 る 場 合 に は 、 大 腿
筋 膜 と 脱 塩 骨 基 質 の 混 合 物 が 好 適 で あ り 、 Ｄ Ｂ Ｍ と 線 維 輪 材 料 (annulus fibrosis materi
al)の 混 合 材 料 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 コ ラ ー ゲ ン 材 料 の 架 橋 を 促 す た め に 、 製 剤 に 架 橋 剤 を 添 加 し て も よ い 。 例 え ば 、 グ ル タ
ル ア ル デ ヒ ド 又 は 他 の 蛋 白 質 架 橋 剤 を 製 剤 に 含 ま せ て も よ い 。 架 橋 剤 は 、 コ ラ ー ゲ ン 分 子
同 士 の 共 有 又 は 非 共 有 架 橋 結 合 を 促 す 。 同 様 に 、 蛋 白 質 変 性 を 阻 止 す る 薬 剤 を 含 ま せ て も
よ い 。 請 求 す る 発 明 で 使 用 す る の に 適 切 な 架 橋 剤 は 、 当 業 者 に は 既 知 で あ り 、 過 度 な 実 験
な し に 選 択 で き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 材 料 が ス ラ リ ー 又 は ゲ ル と し て 使 用 さ れ る 場 合 、 ス ラ リ ー 又 は ゲ ル の 形 成 を 促 進 す る 添
加 物 を 加 え て も よ い 。 そ れ ら の 添 加 物 は 、 蛋 白 質 の 折 り た た み 、 水 結 合 、 蛋 白 質 間 の 相 互
作 用 、 水 の 不 動 化 を 促 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 外 科 医 が 注 入 さ れ た 材 料 の 移 動 及 び ／ 又 は 位 置 を 追 跡 し 易 く す る た め に 、 硫 酸 バ
リ ウ ム の よ う な 放 射 線 造 影 媒 体 、 ハ イ パ ッ ク （ Ｈ Ｙ Ｐ Ａ Ｑ Ｕ Ｅ ） の よ う な 放 射 線 染 料 を 添
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加 し て も よ い 。 椎 間 板 造 影 法 で 使 用 す る の に 適 切 な 放 射 線 造 影 材 料 は 、 当 業 者 に は 既 知 で
あ り 、 本 発 明 で 使 用 す る 場 合 に は 過 度 な 実 験 な し に 選 択 で き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 最 後 に 、 注 入 す る コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 に 有 益 な 他 の 添 加 物 を 含 ま せ る こ と も
で き る 。 そ の よ う な 添 加 物 と し て は 、 処 置 に よ り 生 じ る 痛 み を 和 ら げ る 麻 酔 剤 、 細 菌 感 染
の 危 険 を 最 小 限 に す る た め の 抗 生 物 質 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 水 を 引 き 込 み 及 び ／ 又 は 水 と 結 合 さ せ て 髄 核 を 水 和 状 態 に 維 持 す る た め に 、 プ ロ テ オ グ
リ カ ン を 含 ま せ て も よ い 。 同 様 に 、 椎 間 板 の 治 癒 、 修 復 、 再 生 、 及 び ／ 又 は 復 旧 を 促 し 、
及 び ／ 又 は 正 し い 椎 間 板 の 機 能 を 発 揮 し 易 く す る た め に 、 増 殖 因 子 及 び ／ 又 は 他 の 細 胞 （
例 え ば 、 椎 間 板 細 胞 、 幹 細 胞 な ど ） を 含 ま せ る こ と も で き る 。 請 求 す る 発 明 で 使 用 す る の
に 適 切 な 添 加 物 は 、 当 業 者 に は 既 知 で あ り 、 過 度 な 実 験 な し に 選 択 で き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 施 形 態 に よ っ て は 、 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 椎 間 板 空 間 へ の 注 入 前 に 無 水
状 態 に さ れ 、 注 入 後 、 椎 間 板 空 間 か ら 液 を 吸 収 す る こ と に よ り 再 水 和 さ れ る も の も あ る 。
他 の 実 施 形 態 で は 、 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 注 入 前 の 状 態 で ゲ ル 、 ス ラ リ ー 、
又 は 他 の 水 和 製 剤 と し て 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 は 、 椎 間 板 空 間 に 「 外 科 処 置 に よ り 加 え ら れ る 」 。 即 ち
、 材 料 は 、 医 療 従 事 者 の 介 入 に よ り 加 え ら れ る も の で あ り 、 身 体 の 自 然 な 成 長 又 は 再 生 過
程 に よ り 「 加 わ る 」 も の と は 区 別 さ れ る 。 外 科 処 置 と し て は 、 望 ま し く は 皮 下 注 射 針 を 通
す 注 入 が 挙 げ ら れ る が 、 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 椎 間 板 に 導 入 す る 他 の 外 科 処 置
法 を 採 用 し て も よ い 。 例 え ば 、 拡 張 し た 環 状 開 口 部 を 通 す 押 し 出 し 、 カ テ ー テ ル を 通 す 注
入 、 外 傷 又 は 外 科 的 切 開 に よ り 設 け た 開 口 部 を 通 す 挿 入 に よ っ て 、 又 は 、 材 料 を 椎 間 板 空
間 に 堆 積 さ せ る 侵 襲 的 又 は 侵 襲 性 を 少 な く し た 他 の 手 段 に よ っ て 、 材 料 を 椎 間 板 内 に 導 入
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ よ り 図 面 を 参 照 し て ゆ く が 、 図 １ Ａ か ら 図 １ Ｄ は 、 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料
を 椎 間 板 内 に 注 入 す る 方 法 を 示 し て い る 。 図 １ Ａ で は 、 無 水 粒 子 状 の 大 腿 筋 膜 又 は 線 維 輪
材 料 １ １ が （ 滅 菌 包 装 の ） 注 射 器 １ ２ 内 に 入 れ ら れ て い る 。 材 料 は 、 図 １ Ｂ に 示 す よ う に
、 懸 濁 媒 体 内 に 再 水 和 及 び ／ 又 は 分 散 さ れ 、 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 の 湿 潤 分 散 液
１ ３ と な る 。 皮 下 注 射 針 １ ４ を 注 射 器 １ ２ に 装 着 し て 、 注 射 器 を 椎 間 板 線 維 輪 １ ６ 内 に 入
っ て い る 髄 核 １ ５ に 挿 入 す る （ 図 １ Ｃ ） 。 図 １ Ｄ に 示 す よ う に 、 針 ／ 注 射 器 を 、 椎 間 板 空
間 内 で 動 か し て 、 前 後 左 右 に 移 動 さ せ 、 コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 が 確 実 に 椎 間 板 空
間 内 に 一 様 に 分 配 さ れ る よ う に す る 。 し か し な が ら 、 針 の 先 端 は 椎 間 板 の 中 心 近 く に 保 ち
、 確 実 に 材 料 が 椎 間 板 空 間 内 に 堆 積 し 、 漏 れ る 危 険 性 が 最 小 に な る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 代 わ り に 、 図 ２ Ａ か ら 図 ２ Ｆ に 示 す よ う に 、 小 さ な コ ラ ー ゲ ン プ ラ グ ２ １ を 椎 間 板 空 間
に 挿 入 し て も よ い 。 コ ラ ー ゲ ン プ ラ グ ２ １ は 、 小 直 径 の 管 ２ ２ に 挿 入 さ れ る 前 に 、 又 は 挿
入 す る こ と に よ っ て 圧 縮 さ れ 、 送 出 カ ニ ュ ー レ ２ ３ 内 に 入 っ た 状 態 に な る （ 図 ２ Ａ か ら 図
２ Ｃ ） 。 送 出 カ ニ ュ ー レ ２ ３ を 拡 張 器 ２ ４ に 装 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ガ イ ド 針 ２ ７ で 線 維 輪 を 穿 刺 す る こ と に よ り 、 実 質 的 に 無 傷 の 線 維 輪 ２ ６ を 有 す る 椎 間
板 核 ２ ５ 内 に 圧 縮 さ れ た プ ラ グ が 挿 入 さ れ る （ 図 ２ Ｄ ） 。 拡 張 器 ２ ４ は 、 送 出 カ ニ ュ ー レ
２ ３ が 既 に 装 着 さ れ て い る 状 態 で あ る の が 望 ま し い が 、 こ の 拡 張 器 ２ ４ が 、 線 維 輪 を 貫 き
ガ イ ド 針 ２ ７ を 覆 っ て 挿 入 さ れ る （ 図 ２ Ｅ ） 。 コ ラ ー ゲ ン プ ラ グ ２ １ は 、 こ の 時 点 で 、 椎
間 板 空 間 内 へ の 注 入 （ 又 は 押 し 出 し ） の 準 備 が 整 っ た こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 コ ラ ー ゲ ン プ ラ グ を 椎 間 板 空 間 内 に 堆 積 さ せ る 。 粒 子 ／ 線 維 材 料 が 湿 潤 状 態 な の で 、 カ
ニ ュ ー レ を 前 後 及 び ／ 又 は 左 右 に 動 か し 、 確 実 に プ ラ グ が 均 一 に 分 配 さ れ る よ う に す る （
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図 ２ Ｆ ） 。 プ ラ グ を カ ニ ュ ー レ か ら 押 し 出 す の に プ ラ ン ジ ャ ２ ８ を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 プ ラ グ は 、 拡 張 器 を 出 る と 膨 張 し 、 椎 間 板 空 間 内 で 再 水 和 す る と 更 に 膨 張 す る 。
　 本 発 明 の 材 料 及 び 方 法 の 利 点 と し て は 、 椎 間 板 の 増 強 に よ り 椎 間 板 の 自 然 な 状 態 及 び ／
又 は 機 能 が 復 旧 又 は 改 善 さ れ る こ と が あ る 。 更 に 、 増 強 に よ り 、 水 分 が 減 少 し た 椎 間 板 の
進 行 性 変 質 を 遅 ら せ る か 又 は 逆 行 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ よ り 、 上 記 処 置 を 使 っ た 具 体 例 を 参 照 す る 。 な お 、 実 施 例 は 好 適 な 実 施 形 態 を よ り
完 全 に 説 明 す る た め に 示 し て お り 、 こ れ に よ り 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る 意 図 は な い 旨 理 解
頂 き た い 。
〔 実 施 例 １ Ａ 〕
【 ０ ０ ２ ８ 】

　 粒 子 状 又 は 線 維 質 の （ 自 原 性 又 は 同 種 的 ） 大 腿 筋 膜 の 懸 濁 液 を 、 生 理 食 塩 水 又 は エ チ レ
ン グ リ コ ー ル の よ う な 生 体 適 合 性 を 有 す る 媒 体 に 調 合 す る 。 粒 子 の 寸 法 は 、 ０ ． １ ｍ ｍ か
ら ５ ｍ ｍ の 範 囲 と し 、 大 部 分 は ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら ２ ｍ ｍ と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 懸 濁 液 は 、 皮 下 注 射 針 を 使 い 無 傷 の 線 維 輪 を 貫 い て 中 心 の 椎 間 板 空 間 内 に を 直 接 注 入 さ
れ 、 注 入 後 は 椎 間 板 空 間 内 に 入 っ た 状 態 に 保 た れ る 。 そ の 後 、 媒 体 は 、 拡 散 し て 椎 間 板 空
間 を 出 て 行 き 、 大 腿 筋 膜 材 料 が 残 留 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 回 の 材 料 注 入 で 適 度 な 水 準 の 増 強 を 得 ら れ る こ と が 、 椎 間 板 の 検 査 に よ っ て 判 明 し て
い る 。 代 わ り に 、 投 与 量 ／ 注 入 量 を 少 な く し て 数 回 実 施 し 、 匹 敵 す る 結 果 を 実 現 す る よ う
に し て も よ い 。
〔 実 施 例 １ Ｂ 〕
【 ０ ０ ３ １ 】

　 粒 子 状 又 は 線 維 質 の （ 自 原 性 又 は 同 種 的 ） 大 腿 筋 膜 の 懸 濁 液 を 、 生 理 食 塩 水 又 は エ チ レ
ン グ リ コ ー ル の よ う な 生 体 適 合 性 を 有 す る 媒 体 に 調 合 す る 。 粒 子 の 寸 法 は 、 ０ ． １ ｍ ｍ か
ら ５ ｍ ｍ の 範 囲 と し 、 大 部 分 は ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら ２ ｍ ｍ と す る 。 コ ラ ー ゲ ン の 架 橋 を 促 進
す る た め に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 架 橋 剤 を 添 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 懸 濁 液 は 、 皮 下 注 射 針 を 使 い 無 傷 の 線 維 輪 を 貫 い て 中 心 の 椎 間 板 空 間 内 に を 直 接 注 入 さ
れ 、 注 入 後 は 椎 間 板 空 間 内 に 入 っ た 状 態 に 保 た れ る 。 そ の 後 、 媒 体 は 、 拡 散 し て 椎 間 板 空
間 を 出 て 行 き 、 大 腿 筋 膜 材 料 が 残 留 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 回 の 材 料 注 入 又 は 複 数 回 の 注 入 の 何 れ で も 適 度 な 水 準 の 増 強 を 得 ら れ る こ と が 、 椎 間
板 の 検 査 に よ っ て 判 明 し て い る 。
〔 実 施 例 １ Ｃ 〕
【 ０ ０ ３ ４ 】

　 無 水 大 腿 筋 膜 材 料 を 粒 子 状 で 準 備 す る 。 粒 子 の 寸 法 は 、 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら ３ ｍ ｍ の 範 囲
と し 、 大 部 分 は ０ ． １ ０ ｍ ｍ か ら １ ｍ ｍ と す る 。 固 形 材 料 の 送 出 の た め に 特 別 に 設 計 さ れ
た 注 射 器 内 に 無 水 材 料 を 装 填 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 材 料 は 、 わ ず か に 拡 張 さ せ た 環 状 開 口 部 を 通 し て 、 治 療 対 象 の 椎 間 板 の 核 椎 間 板 空 間 (n
uclear disc space)内 に 押 し 出 さ れ る 。 針 を 抜 去 し た 後 、 材 料 は 椎 間 板 空 間 内 部 に 残 留 す
る 。 そ の 後 、 材 料 は 、 そ こ で 水 分 又 は 体 液 を 吸 収 し て 膨 ら む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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架 橋 剤 添 加 水 和 粒 子 状 大 腿 筋 膜  (Hydrated Particulate Fascia Lata With Crosslinking
 Agent)

無 水 粒 子 状 大 腿 筋 膜



　 １ 回 の 材 料 注 入 又 は 複 数 回 の 注 入 の 何 れ で も 適 度 な 水 準 の 増 強 を 得 ら れ る こ と が 、 椎 間
板 の 検 査 に よ っ て 判 明 し て い る 。
〔 実 施 例 ２ Ａ 〕
【 ０ ０ ３ ７ 】

　 粒 子 状 又 は 線 維 質 の 同 種 線 維 輪 の 懸 濁 液 を 、 生 理 食 塩 水 又 は エ チ レ ン グ リ コ ー ル の よ う
な 生 体 適 合 性 を 有 す る 媒 体 に 調 合 す る 。 粒 子 の 寸 法 は 、 ０ ． １ ｍ ｍ か ら ５ ｍ ｍ の 範 囲 と し
、 大 部 分 は ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら ２ ｍ ｍ と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 懸 濁 液 は 、 皮 下 注 射 針 を 使 い 無 傷 の 線 維 輪 を 貫 い て 核 椎 間 板 空 間 内 に を 直 接 注 入 さ れ る
。 注 入 後 、 懸 濁 液 は 椎 間 板 空 間 内 に 入 っ た 状 態 に 保 た れ る 。 そ の 後 、 媒 体 は 、 拡 散 し て 椎
間 板 空 間 を 出 て 行 き 、 線 維 輪 材 料 が 残 留 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 回 の 材 料 注 入 又 は 複 数 回 の 注 入 の 何 れ で も 適 度 な 水 準 の 増 強 を 得 ら れ る こ と が 、 椎 間
板 の 検 査 に よ っ て 判 明 し て い る 。
〔 実 施 例 ２ Ｂ 〕
【 ０ ０ ４ ０ 】

　 粒 子 状 又 は 線 維 質 の 同 種 線 維 輪 の 懸 濁 液 を 、 生 理 食 塩 水 又 は エ チ レ ン グ リ コ ー ル の よ う
な 生 体 適 合 性 を 有 す る 媒 体 に 調 合 す る 。 粒 子 の 寸 法 は 、 ０ ． １ ｍ ｍ か ら ５ ｍ ｍ の 範 囲 と し
、 大 部 分 は ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら ２ ｍ ｍ と す る 。 コ ラ ー ゲ ン の 架 橋 を 促 進 す る た め に グ ル タ ル
ア ル デ ヒ ド 架 橋 剤 を 添 加 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 懸 濁 液 は 、 皮 下 注 射 針 を 使 い 無 傷 の 線 維 輪 を 貫 い て 核 椎 間 板 空 間 内 に を 直 接 注 入 さ れ る
。 注 入 後 、 懸 濁 液 は 椎 間 板 空 間 内 に 入 っ た 状 態 に 保 た れ る 。 そ の 後 、 媒 体 は 、 拡 散 し て 椎
間 板 空 間 を 出 て 行 き 、 線 維 輪 材 料 が 残 留 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ 回 の 材 料 注 入 又 は 複 数 回 の 注 入 の 何 れ で も 適 度 な 水 準 の 増 強 を 得 ら れ る こ と が 、 椎 間
板 の 検 査 に よ っ て 判 明 し て い る 。
〔 実 施 例 ３ Ａ － ３ Ｃ 〕
【 ０ ０ ４ ３ 】

　 実 施 例 ３ Ａ － ３ Ｃ の そ れ ぞ れ に つ き 、 無 水 線 維 輪 を 、 顆 粒 状 、 粒 子 状 、 粉 末 状 の 形 態 で
準 備 す る 。 粒 子 の 寸 法 は 、 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら ３ ｍ ｍ の 範 囲 と し 、 大 部 分 は ０ ． １ ０ ｍ ｍ か
ら １ ｍ ｍ と す る 。 固 形 材 料 の 送 出 の た め に 特 別 に 設 計 さ れ た 注 射 器 内 に 無 水 材 料 を 装 填 す
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 材 料 は 、 わ ず か に 拡 張 さ せ た 環 状 開 口 部 を 通 し て 、 治 療 対 象 の 椎 間 板 の 核 椎 間 板 空 間 内
に 押 し 出 さ れ る 。 針 を 抜 去 し た 後 、 材 料 は 椎 間 板 空 間 内 部 に 残 留 す る 。 そ の 後 、 材 料 は 、
そ こ で 水 分 又 は 体 液 を 吸 収 し て 膨 ら む 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ 回 の 材 料 注 入 又 は 複 数 回 の 注 入 の 何 れ で も 適 度 な 水 準 の 増 強 を 得 ら れ る こ と が 、 椎 間
板 の 検 査 に よ っ て 判 明 し て い る 。
〔 実 施 例 ４ Ａ － ４ Ｂ 〕
【 ０ ０ ４ ６ 】

　 脱 塩 骨 基 質 （ Ｄ Ｂ Ｍ ） ゲ ル を 、 架 橋 添 加 剤 と し て グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を 添 加 し た 場 合 と
添 加 し て い な い 場 合 と し て 準 備 す る （ そ れ ぞ れ 実 施 例 ４ Ａ と ４ Ｂ ） 。 ど ち ら の 場 合 も 、 材
料 は 、 ゲ ル が 溶 け る か 又 は 低 粘 稠 化 す る 適 温 に 温 め ら れ 、 皮 下 注 射 針 を 使 い 無 傷 の 線 維 輪
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水 和 粒 子 状 椎 間 板 線 維 輪 材 料  (Hydrated Particulate Disc Annulus Material)
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 With Crosslinking Agent)

無 水 線 維 輪  (Dehydrated Annulus Fibrosis)

脱 塩 骨 基 質 （ Ｄ Ｂ Ｍ ） ゲ ル



を 貫 い て 核 椎 間 板 空 間 内 に 直 接 注 入 さ れ る 。 注 入 後 、 Ｄ Ｂ Ｍ ゲ ル は 椎 間 板 空 間 内 で 固 化 す
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ 回 の 材 料 注 入 又 は 複 数 回 の 注 入 の 何 れ で も 適 度 な 水 準 の 増 強 を 得 ら れ る こ と が 、 椎 間
板 の 検 査 に よ っ て 判 明 し て い る 。
〔 実 施 例 ４ Ｃ 〕
【 ０ ０ ４ ８ 】

　 無 水 Ｄ Ｍ Ｂ を 、 顆 粒 状 、 粒 子 状 、 粉 末 状 で 準 備 す る 。 粒 子 の 寸 法 は 、 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ か ら
３ ｍ ｍ の 範 囲 と し 、 大 部 分 は ０ ． １ ０ ｍ ｍ か ら １ ｍ ｍ と す る 。 固 形 材 料 の 送 出 の た め に 特
別 に 設 計 さ れ た 注 射 器 内 に 無 水 材 料 を 装 填 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 材 料 は 、 わ ず か に 拡 張 さ せ た 環 状 開 口 部 を 通 し て 、 治 療 対 象 の 椎 間 板 の 核 椎 間 板 空 間 内
に 押 し 出 さ れ る 。 針 を 抜 去 し た 後 、 材 料 は 椎 間 板 空 間 内 部 に 残 留 す る 。 そ の 後 、 材 料 は 、
そ こ で 水 分 又 は 体 液 を 吸 収 し て 膨 ら む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ 回 の 材 料 注 入 又 は 複 数 回 の 注 入 の 何 れ で も 適 度 な 水 準 の 増 強 を 得 ら れ る こ と が 、 椎 間
板 の 検 査 に よ っ て 判 明 し て い る 。
〔 実 施 例 ５ Ａ － ５ Ｄ 〕
【 ０ ０ ５ １ 】

　 粒 子 状 及 び 線 維 質 の 同 種 線 維 輪 と 脱 塩 骨 基 質 （ Ｄ Ｂ Ｍ ） ゲ ル と の 混 合 物 を 、 添 加 剤 及 び
／ 又 は 架 橋 剤 を 添 加 し た 場 合 と 添 加 し て い な い の 場 合 と し て 準 備 す る 。 材 料 は 、 ゲ ル 混 合
物 が 溶 け る か 又 は 低 粘 稠 化 す る 適 温 に 温 め ら れ 、 皮 下 注 射 針 を 使 い 無 傷 の 線 維 輪 を 貫 い て
核 椎 間 板 空 間 内 に 直 接 注 入 さ れ る 。 注 入 後 、 ゲ ル 混 合 物 は 椎 間 板 空 間 内 で 固 化 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ 回 の 材 料 注 入 又 は 複 数 回 の 注 入 の 何 れ で も 適 度 な 水 準 の 増 強 を 得 ら れ る こ と が 、 椎 間
板 の 検 査 に よ っ て 判 明 し て い る 。
〔 実 施 例 ６ 〕
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 固 形 、 多 孔 質 、 又 は 線 維 質 コ ラ ー ゲ ン の 細 長 い 筒 状 プ の ラ グ （ 直 径 は ０ ． ５ ｍ ｍ か ら ５
ｍ ｍ 、 望 ま し く は １ ｍ ｍ か ら ２ ｍ ｍ ） を 無 水 状 態 で 準 備 す る 。 プ ラ グ は 半 径 方 向 に 圧 縮 さ
れ 、 椎 間 板 空 間 内 へ 送 り 込 む た め の 送 出 カ ニ ュ ー レ に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ガ イ ド ワ イ ヤ 又 は 針 を 使 用 し て 、 無 傷 の 線 維 輪 を 貫 き 椎 間 板 空 間 に 穿 刺 す る 。 次 い で 、
拡 張 器 を ガ イ ド ワ イ ヤ ／ 針 の 上 を 滑 ら せ て 椎 間 板 空 間 内 に 挿 入 し 、 そ の 後 ガ イ ド ワ イ ヤ ／
針 を 抜 去 す る 。 プ ラ グ を 椎 間 板 空 間 内 に 押 し 出 す に 先 立 ち 、 コ ラ ー ゲ ン プ ラ グ の 入 っ た 送
出 カ ニ ュ ー レ を 拡 張 器 に 装 着 す る 。 プ ラ グ は 、 椎 間 板 空 間 に 入 っ た 後 、 水 分 を 吸 収 す る の
で 、 馴 染 み 易 く ま た 撓 み 易 く な り 膨 張 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 実 現 さ れ る 椎 間 板 増 強 の 水 準 は 、 挿 入 さ れ る プ ラ グ の 個 数 に よ り 、 及 び ／ 又 は 椎 間 板 空
間 内 に 配 置 さ れ る 総 プ ラ グ 体 積 に よ り 異 な る 。
〔 実 施 例 ７ 〕
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 固 形 、 多 孔 質 、 又 は 線 維 質 コ ラ ー ゲ ン の 筒 状 プ ラ グ 又 は ロ ー ル （ 直 径 は ２ ｍ ｍ か ら ２ ０
ｍ ｍ 、 望 ま し く は １ ０ ｍ ｍ か ら １ ５ ｍ ｍ ） を 無 水 状 態 で 準 備 す る 。 無 水 プ ラ グ は 、 通 常 は
水 和 状 態 の も の よ り も 硬 く 、 従 っ て 外 傷 又 は 外 科 的 切 開 に よ り 作 り 出 さ れ た 環 状 開 口 部 を
通 し て 椎 間 板 空 間 内 に 簡 単 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 プ ラ グ を 挿 入 す る 前 に 、 核 切 開 が 必 要 で あ る 。 プ ラ グ は 、 椎 間 板 空 間 に 入 っ た 後 、 水 分
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を 吸 収 す る の で 、 馴 染 み 易 く ま た 撓 み 易 く な り 膨 張 す る 。
　 実 現 さ れ る 椎 間 板 増 強 ／ 置 換 え の 水 準 は 、 椎 間 板 空 間 に 挿 入 さ れ る プ ラ グ の 大 き さ と 個
数 に よ り 異 な る 。
〔 実 施 例 ８ 〕
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 美 容 整 形 処 置 に 使 用 さ れ る 粒 子 状 の 筋 膜 （ Ｆ Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ａ Ｎ ） に 手 を 加 え 、 放 射 線 造 影 媒
体 を 入 れ た 。 蛍 光 透 視 法 下 で の 視 認 に 備 え て 、 小 量 の 硫 酸 バ リ ウ ム 粉 末 に ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上
の 腓 腹 筋 筋 膜 ８ ０ ｍ ｇ を 配 合 し た 。 注 射 器 内 の 配 合 物 に 水 約 １ ｃ ｃ か ら １ ． ５ ｃ ｃ を 加 え
て 水 和 さ せ た 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ５ 分 か ら １ ０ 分 水 和 さ せ た 後 、 材 料 （ 筋 膜 ／ 硫 酸 バ リ ウ ム ／ 水 又 は Ｆ ． Ｂ ． Ｗ ． ） を 、
採 取 し た ブ タ の 椎 間 板 の 核 椎 間 板 空 間 内 に 注 入 し た 。 注 入 の 前 後 に 椎 間 板 の Ｘ 線 画 像 を 撮
影 し た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 注 入 後 に 椎 間 板 高 の 僅 か な 増 加 を 認 め た 。 更 に 、 手 で 圧 迫 す る と 、 注 入 後 は 椎 間 板 が 剛
く な っ て い る こ と が 分 か っ た 。 注 入 さ れ た 椎 間 板 は 、 更 に ５ ０ ０ ０ Ｎ ま で の 圧 力 の 下 で 試
験 を 行 っ た 。 圧 迫 試 験 中 、 内 容 物 の 漏 れ は 観 察 さ れ な か っ た 。 注 入 部 位 に お い て 、 小 量 の
注 入 材 料 の 僅 か な 滲 出 が 確 認 さ れ た が 、 こ れ は す ぐ に 止 ま っ た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 椎 間 板 を 水 平 面 で 切 断 し 、 注 入 し た 材 料 の 位 置 を 確 認 し た 。 Ｆ ． Ｂ ． Ｗ ． は 椎 間 板 線 維
輪 内 に 入 っ て お り 、 髄 核 と 混 合 し て い る こ と が 分 か っ た 。
〔 実 施 例 ９ 〕
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 実 験 に 先 立 ち 、 美 容 整 形 処 置 に 使 用 さ れ る 粒 子 状 の 筋 膜 （ Ｆ Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ａ Ｎ ） に 手 を 加 え
、 放 射 線 造 影 材 を 入 れ た 。 蛍 光 透 視 法 下 で の 視 認 に 備 え て 、 小 量 の 放 射 線 造 影 染 料 又 は 硫
酸 バ リ ウ ム 粉 末 に ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら １ ． ０ ｍ ｍ ま で の 腓 腹 筋 筋 膜 ２ ０ ０ ｍ ｇ を 配 合 し た 。
注 射 器 内 の 配 合 物 に 生 理 食 塩 水 約 １ ． ５ ｃ ｃ か ら ３ ｃ ｃ を 加 え て 水 和 さ せ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 約 ３ ０ 分 水 和 さ せ た 後 、 材 料 （ 筋 膜 ／ 染 料 又 は 硫 酸 バ リ ウ ム ／ 水 ） を 死 体 の 椎 間 板 の 核
椎 間 板 空 間 内 (Ｌ ２ － ３ 及 び Ｌ ３ － ４ )に 注 入 し た 。 注 入 の 前 後 に 椎 間 板 の Ｘ 線 画 像 を 撮 影
し た 。 放 射 線 写 真 に よ り 、 注 入 後 に 椎 間 板 高 の 僅 か な 増 加 を 認 め た 。 注 入 部 位 で は 内 容 物
の 漏 れ は 認 め ら れ な か っ た 。 Ｌ ３ － ４ 注 入 の 事 例 で は 、 針 の 先 端 を 椎 間 板 の 略 中 心 に 保 ち
、 そ の 結 果 、 材 料 は 主 に 髄 核 内 に 堆 積 し た 。
〔 実 施 例 １ ０ 〕
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 フ ェ イ シ ア ・ バ イ オ シ ス テ ム （ Ｆ ａ ｓ ｃ ｉ ａ 　 Ｂ ｉ ｏ Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ｓ ） か ら 、 粒 子 寸 法
が ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら ０ ． ５ ｍ ｍ の 粒 子 状 筋 膜 （ Ｆ Ａ Ｃ Ｉ Ａ Ｎ ） を 購 入 し た 。 そ れ ぞ れ 、 粒
子 状 筋 膜 約 ８ ０ ｍ ｇ と 、 生 理 食 塩 水 ０ ． ７ ５ ｍ ｌ と 、 ハ イ パ ッ ク （ Ｈ Ｙ Ｐ Ａ Ｑ Ｕ Ｅ ） 放 射
線 造 影 溶 液 ０ ． ２ ５ ｍ ｌ と で 構 成 さ れ た 溶 液 か ら 成 る 、 複 数 の コ ラ ー ゲ ン 溶 液 を 準 備 し た
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 豚 ２ 頭 の 胸 部 及 び 腰 部 椎 間 板 に 刺 傷 を 負 わ せ た 。 負 傷 後 ４ 週 間 の 時 点 で 、 傷 を 負 っ た 椎
間 板 に コ ラ ー ゲ ン 溶 液 １ ｍ ｌ か ら ２ ｍ ｌ を 注 入 し た 。 注 入 は 、 ３ ｍ ｌ 注 射 器 、 ２ ０ ゲ ー ジ
皮 下 注 射 針 、 移 植 片 配 置 装 置 、 を 使 用 し て 行 っ た 。 Ｃ ア ー ム 蛍 光 透 視 法 を 用 い て 確 認 の た
め の Ｘ 線 撮 影 を 実 施 し た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 負 傷 し た 椎 間 板 は 、 負 傷 後 ４ 週 間 の 時 点 で は 高 さ が 僅 か に 低 く な っ て い た 。 凡 そ １ ２ 個
の 注 入 椎 間 板 の う ち 、 僅 か に １ つ だ け に 漏 れ が 認 め ら れ た 。 漏 れ の 量 は 、 目 視 に よ り 総 注
入 量 の ２ ０ ％ 未 満 で あ る と 推 定 さ れ た 。 漏 れ 発 生 率 が 低 い こ と は 、 小 ゲ ー ジ の 針 を 注 入 に
使 用 し た 場 合 、 線 維 輪 は 自 己 密 閉 が 可 能 で あ る こ と を 示 し て い る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】
　 椎 間 板 高 は 、 コ ラ ー ゲ ン が 注 入 さ れ る と 高 さ を 増 し た が 、 高 さ は 注 入 量 に よ り 異 な っ た
。 具 体 的 に は 、 ２ ｍ ｌ の 注 入 で 約 ４ ６ ％ の 椎 間 板 高 の 増 加 が 達 成 さ れ た 。 幾 つ か の 事 例 で
は 、 注 入 後 に 椎 間 板 内 圧 力 に よ っ て 放 射 線 造 影 染 料 及 び 水 の 分 子 が 拡 散 し て 椎 間 板 を 出 た
た め に 椎 間 板 高 が 低 く な っ た 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 、 図 面 と 上 記 記 述 に よ り 詳 し く 図 示 し 説 明 し て き た が 、 こ れ ら は 説 明 を
目 的 と し た も の で 何 ら 限 定 を 加 え る も の で は な く 、 理 解 頂 け る よ う に 、 好 適 な 実 施 形 態 を
図 示 し 説 明 し た に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 趣 旨 に 入 る 全 て の 変 更 及 び 修 正 は 、 保 護 の 対 象 と さ れ
る こ と を 要 求 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ Ａ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 形 態 に よ る 、 椎 間 板 に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 注 入
す る 手 順 を 示 し て い る 。
【 図 １ Ｂ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 形 態 に よ る 、 椎 間 板 に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 注 入
す る 手 順 を 示 し て い る 。
【 図 １ Ｃ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 形 態 に よ る 、 椎 間 板 に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 注 入
す る 手 順 を 示 し て い る 。
【 図 １ Ｄ 】 本 発 明 の 一 の 実 施 形 態 に よ る 、 椎 間 板 に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 注 入
す る 手 順 を 示 し て い る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 、 椎 間 板 に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 注 入
す る 手 順 を 示 し て い る 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 、 椎 間 板 に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 注 入
す る 手 順 を 示 し て い る 。
【 図 ２ Ｃ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 、 椎 間 板 に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 注 入
す る 手 順 を 示 し て い る 。
【 図 ２ Ｄ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 、 椎 間 板 に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 注 入
す る 手 順 を 示 し て い る 。
【 図 ２ Ｅ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 、 椎 間 板 に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 注 入
す る 手 順 を 示 し て い る 。
【 図 ２ Ｆ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 、 椎 間 板 に コ ラ ー ゲ ン を 主 成 分 と し た 材 料 を 注 入
す る 手 順 を 示 し て い る 。
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